
 
豊科真々部地区       
-真々部城館・武田の棒道を

中心とした城下町・市場町-

安曇野の原風景を巡る

ふるさとウォッチングマップ

Nｏ.30

(e) 緑豊かな屋敷林と庭園

屋敷林に囲まれた旧家

(b)真鳥羽堰

中村を流れる真鳥羽堰

(d) 中町四辻の井戸と道祖神

道祖神、道標、釣り井戸が並ぶ中町の辻

(c) 呑堰と濾し井戸跡

城下町に飲み水を供給した 呑堰と濾し井戸跡
(a)段丘崖

殿村の東側を走る段丘崖
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※私有地への立入はご遠慮下さい。

◆コースタイム ※時間は歩速3㎞/時としての目安です（休憩含まず）

真々部公民館→約1.3㎞＊26分→武田棒道・街並み→約0.5㎞＊10分→真

々部諏訪神社→約0.4㎞＊8分→行人様拝殿→約0.6㎞＊12分→専念寺→約0.3㎞＊6分 

→殿村石仏群→約0.2㎞＊4分→真々部城館跡→約0.2㎞＊4分→金龍寺→約0.3㎞＊6分→

真々部公民館 【合計】約3.8㎞：1時間16分

スタート

ゴール

① 武田棒道・街並み

スタート

②諏訪神社

③ 行人様 ⑤ 殿村石造物群

④専念寺

⑦ 金龍寺
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⑥ 真々部城館跡

真々部公民館

(a)段丘崖

(b)真鳥羽堰

(c)呑堰と

濾し井戸跡

(d) 中町四辻の

井戸と道祖神

(e)緑豊かな屋敷林と庭園

戦国時代に武田信玄の軍事拠点として築かれ

た真々部城館と大町に通じるその軍用道路｢武

田の棒道｣を中心とする城下町・市場町であっ

た真々部は、当時、七寺八小路を擁する安曇野

南部の政治・経済・文化の一大中心でした。屋

敷林や生垣が残る街並み、蔵や庭園が残る古民

家、土塁や濠が残る真々部城館の遺構、網の目

状に流れる小堰、由緒ある金龍寺・専念寺と石

仏など往時の様々な名残に出会える地区です。
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NPO法人 安曇野ふるさとづくり応援団

※本マップは下記のサイトからダウンロード可能です
http://azumino-sanpo.info/

武田信玄時代の館跡や美しい
街並み、寺社や石仏などを巡り
ながら、当時の人々の生活に思
いを馳せましょう♪

【注】マップ内の情報はふるさとウォッチングを開催した2022年４月17日現在の内容です。



②真々部諏訪神社

⑦金龍寺

⑥真々部城館遺構④専念寺

③行人様 ⑤殿村道祖神・石仏①武田棒道・千国街道の街並み

濾し井戸

ふるさとウォッチングマップ No30

中町付近の歴史的な街並み 殿村の道祖神・石仏・石碑 石橋および金龍寺参道と鐘楼行人様の拝殿と鳥居

真々部諏訪神社の拝殿 真々部城館の土塁跡専念寺参道

現在｢町通り｣と呼ばれる道筋には、生垣に囲

まれた民家の街並が続きます。ここは武田信玄

が開削した直線状の軍用道路で｢棒道｣と呼ばれ、

諏訪から真々部、更に保高(穂高)を経て越後の

糸魚川に通じます。いわゆる千国街道の一つで、

沿道に商人や職人が居住し、月に六日開かれる

｢六斎市｣では塩や馬など様々な物資が取引され、

安曇野南部最大の市場町として栄えました。

飢餓や貧困、病気や災害に苦しんだ農村の

人々は、子孫繁栄や五穀豊穣、家内安全や除災

招福、健康長寿や病気治癒などを願って｢講｣と

よばれる仲間をつくり、様々な神様を信仰して

その社や供養塔を建立しました。ここ真々部で

は、最近に至るまでそのような民間信仰が大切

に残されてきました。

鎌倉時代に後鳥羽上皇の勅願により創建さ

れた寺で(寺伝より)、徳川家からの寺領拝領以

降、檀家が増加し、地域の禅寺として栄えま

した。明治5年(1872) 、廃仏毀釈により廃寺

となりましたが、蜀山宗珉和尚の努力と地域

の熱烈な信仰心により、明治11年(1878) に

金龍寺として再興。信濃国第14番、川西16

番の観音霊場となっています。

江戸時代の終わり頃、根誉(こんよ)行人は

祈祷や薬草でこの地の人々を病苦から救い尊

敬されていました。死期が近づくと墓穴で竹

筒を立てて湯茶を注いでもらい、死ぬまで鉦

をたたきながら経文を唱えたとされています。

かつて多くの参拝者で賑わった拝殿の境内で

は、病気が治癒した人々が奉納した多くの急

須が塗り込められた土壁が目を引きます。

16世紀中頃、諏訪明神を信仰していた武

田氏が真々部城造営を契機に勧請し、その後

この地の産土神としての信仰が固まったと考

えられています。真々部区誌では、主祭神は

｢建御名方命(たけみなかたのみこと)｣とあり、

農耕・狩猟の神で軍神でもあります。

浄土宗・京都知恩院の末寺で、寛正年間

(1460年頃)に開山。元禄時代にあった六院の

うち、現在は源周院のみが残ります。明治

5(1872)年の学制施行により、｢真受学校」

(真々部学校の前身)が設立され、廃仏毀釈の難

を逃れました。

【釈迦誕生仏：市有形文化財】

天文19年(1550) 頃、松本平に侵攻した武

田信玄が、上杉勢への備えを固め、武具・馬・

食料などを準備する前進基地として、交通の要

衝で段丘上に位置するこの地に城館を建設しま

した。城主は真々部氏であるとされています。

本丸や二の丸の遺構として土塁跡が残り、また、

濠の跡ではないかとされる小堰も見られます。

扇状地の扇央部など水が乏しい地域では

自然流や深井戸の水を汲み上げて飲み水と

していましたが、一部の地域では堰の水を

“濾し井戸”で濾過して飲み水としていま

した。濾し井戸は堰のすぐ脇に土管を埋め、

地下浸透した堰の水を小石や砂利、木炭を

何層か積み重ねた土管に下部から浸透させ

て濾過し、上澄みの｢きれいな｣水を飲用水

や生活用水として使うために造られた井戸

で、個人や共同で使用されました。

濾し井戸の仕組み
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